
「栄養士のひとりごと」 

 運動会を境に、寒さが一気に進みました。 

 鍋の美味しい季節がやってきました…ただアツアツの鍋は、子どもたちには食べ

にくいメニューですね。 

 私もつい最近まで猫舌だと思っていました。アツアツの状態で給食の味見をする

ようになって、１年と半年が過ぎました。今では調理員さんも驚くような、熱さに

強い舌になりました。                  （栄養士 田中）                                                 

令 和 ３ 年 1 1 月   

大 山 崎 小 学 校 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「和食；日本人の伝統的な食文化」が、ユネスコ無形文化遺産に

登録されていることをご存じですか？ここでいう「和食」とは、た

だ単に料理のことだけではなく、日本の豊かな自然や気候風土のも

とで育まれてきた「自然の尊重」という精神に基づく食文化です。

近年、ライフスタイルなどの変化により、この食文化が失われつつ

あります。 

給食では、ご飯を主食とした和食の献立を中心に、行事食や郷土

料理を取り入れるなど、子どもたちに伝統的な食文化を伝えていま

す。後日、「だしで味わう和食の日」というプリントを配付します。

和食について考える一枚になっております。 

11 月になりました。11 月 16 日（火）にコッペパンに合わせて、「チョコネオソフト」が

付きます。パンにぬるチョコレートクリームになりますが、注意点があります。 

 この商品は、乳・小麦アレルギーの方は、原因食材が含まれているため食べられません。 

学校管理指導表（食物アレルギー）を提出されている方は除去対象となりますが、普段自分

で気を付けて食べている児童は、連絡帳にて担任までお知らせください。 

よろしくお願いします‼ 

 

 

普段の給食を食べていて特に

アレルギー反応の出ない児童

は、食べても問題ないです。 

先日給食時間に教室を回っていた時に、「よせばし」を

目撃しました。 

正しいはしの使い方は、一生の宝物です。正しい持ち方

と正しいマナーで“はし名人”を目指しましょう‼ 

 

 
 

 

 


